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真珠養殖業の現況と筏規制方針について※

平 賀太寿雄

(三重県庁水産課真珠係)

(1 )現況

最近の哀珠業界はあらゆる面において苦しい事態に直面しています。関係者

の方々は昨年当初既に今日の事態を予測しこの危機乗切りのための封策につい

て色々と検討され県に封しましてもこれについて強く要望された結果県は莫珠

事業の垣久的な安定を図るため昨年6月真珠養殖事業条例を制定し、冥珠審議

会の設置、筏の登録制等亙珠の計画生産を中心とした一連の施策を実施いたし

ました。その中で皆さんに最も関係の深い筏の登録制につきましては実施時期

が養殖時期半であった関係もあり又短期間内での調査不充分等のため御期待に

沿えなかった点も少なくなかったこと L思いますが、 32年度は先づその実態を

把握し今後の針策樹立の出発点となったわけであります。筏の登録を通じ判明

した養殖業の実態は凡そ次の通りであります。

漁 業 構 種 類 別 登 録 筏 台数表

種 151j I筏台数 i 備 考

真 珠 89.1 7 6町内訳 1施術介筏 59.892台

γ介工59l-17竺17-小計[111.135 [ 
採 笛 4.11 9 i 

登録筏数を地域的に見ますと次表の通りとなります。

地 域 別 筏 台 数 表

L31! 真施術介筏|母介筏|小 計
真珠介! 計 採 苗 筏

志摩北部 4.742台 一同5台 一 台 4 .965台 一 台

的矢湾 7. 138 [ 759 [ 7.897 76 [ 7.973 [ 18 
英虞湾 33.596 [ 21. 965 55.561 3.訂8[ 58. 939 [ 998 

6.997 [ 17.930 [ 1. 378 

1南 島 側 |L国 7.193 5.797 12.9叩 1.115
紀 j'I'1 [ 2. 181 [ 446 [ 2.627 ， 5.711 8.お8 [ 610 
合計 59.892 [ 29. 284 [ 89. 176 21. 959 I 111. 135 4. 119 

「実珠」筏の各区画漁場毎の養殖密度の吠況は次表の通りとなります。

※ 2月研究発表会講演
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真珠筏地域別養殖密度表

避寒時期における状況は次の通りで母介の保有量が逐年激増していることが

特に目立っています。

避寒時における年次別比較表

i¥¥草野JI真 珠|真珠介|唯介

王山11!?竺空 1日D:竺包到竺竺
28年 目 1 5，667台I 15，800千介i4，050台 202，500〆1 1，656台i 24，800〆

i 29年2月 I8， 554 I 24， 000 I 10， 421 ! :64， 500 I 1， 956 I 30， 6CO 
I 30肝年 -1 一 ! 一 ; 一 i 一 ; 一

I ~主!さ汗 I ~日白 I 4 (ι:3詳:詳:日配ll 川 i 別∞ lド一門一2μ払別4，灯，7肌O回2川I9卿鈎叫制叩，峨4仰∞ i 川 l m 
3お3年日 27，7加1お8I 7η7，0側∞ I 3お3，ぺ403!げ1，白670，∞仰o 5，924 118，日，5悶∞ 

つん



(2) 昭和33年度筏規制方針並に実施方法

33年度の養殖用筏の規制方針とその実施方法につきましては昨年12月以来巽

珠審議会と共に検討して参りましたが次のように決定を見ましたので去る 2月

26日から 3日聞に瓦り各地でこれについての説明会を開催し痘に実施に移った

次第であります。

1.筏規制の目的並に目標

真珠養殖事業法に基く真珠及び真珠介計画生産の厳正な励行みその達成を図

り併せて哀珠及び哀珠介養嫡漁場における密殖を防止して哀跡、の品質向上と価

格の安定を凶るため養殖用筏を適正な数に規制する。

規制の悶擦は哀珠計画生産数量並に本県の真珠養殖関係海域の収容力等から勘

案して養嫡用筏の適正な総台数を7万台とみてこの台数を規制の最終目標とし、

32年度登録筏数11万台、 33年度から年次計百jをもって減じて行く措置をとる。

2.哀珠筏の規制について

(イ)規制目標並に年次計画

32年度登録筏数9万台を3ヶ年計画をもって4万台を減じ最終目標筏数を5万

台とする。

真珠筏規制年次計画

*，_'4"""7s:*I，-I ""'!ß~ò!m:*I，- I Hl llorl * I (司 33年度の規制方法年 次 !{威枠計爾筏数|登録予定筏数|規制率i
|一一一一一一一I~~ ~~~J一一ーで汁 33年度の規制は先づ密

3 3年度 i1 L 5 0 0台 78， 50 0制 13% I 
34年度 112，00016ら 5001 150バ 殖を緩和することに重点

35年度 i1 6， 5 0 0 I 5 0， 0 0 0 2 4 % I をおき次の方法により
許 I 4円つ 00 I - 一 | 
一一一」一一一 上一一一一一一L一一一_j 11. 500台卸売ずる。

(A) 大規模業者に釘する規制(減枠計画目標1.500台)

筏数 300台以上の大規模業者はこの際危機乗り切りのため卒先垂範の意味

において犬々その筏数の 5%を減ずること Lし該当者46人の総筏数29，747台

の5%に当る1.500台を目標とする。

(B) 県外進出者に釘する規制(減枠計画目標3，000台)

県外に進出するものについては現在国においてとられている全国的な真珠

計画生産の立前から転出介数l万介につき筏3台の割合をもって減ずる。

県外進出計画(33年度分〉

施術計画 500万_&

施術済介移殖計画 500万 貝

計 I L 000万貝

1， 5 0 0台

1. 5 0 0台

3， 0 0 0台

(C) 漁場の養碕得度に応じた規制(減枠計酷目標7，000合)
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各漁場毎の養殖密度に応じ15%-2%を別表のような区分によって減ずる。

養殖帝度が筏l台当り 100坪以上の漁場については規制は行わず、又零細業者

保護の見地からー経営体当り筏数15台以下の者については規制しないこと L

するが密殖防止の意味において15台以下の者と銑えども 1台当り30坪以下の

漁場については30坪に達するまで筏数を減ずること与する。又「養生筏Jに

ついては規制された筏数の範関内において浮設すべきものでゐりますが特珠

の事情のあるものに眠りその地区の喪珠計画生産実施団の意見を聞いた上一

定の基準によって別に三考慮される撚置が用意されています。

「
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規制の実施方法は (C):墳については各区画漁場毎に前記規制率に基いて基準

筏数を算定しこれを各地区実施団にお知らせして先ず検討を騒い、又(A)攻、 (B)

項については各人録の規制筏数を算定しこれを所属実施団を通じお知らせし、

漁場別の減枠数についてはその人の希望を聞いた上で更に3月10日-18日の間

に地区実施団と協議し実施する予定になっています。

3 翼珠介筏の規制について

真珠筏の規制に伴い真珠業者の保有している母介の筏は逐次減少するよう指

導し将来実珠業者は母介の育成をしないこと Lし、母介養殖業者が十分これを

供給し得られるような体制にもって行く、そのため当分の間真珠介の筏数は現

朕 (32年度登録数21， 000台)を維持すること Lし漁場別の筏数については真珠

介生産計画に沿って先づ県哀珠介漁協をしてその計画を立て頂くことにする。

4.稚介採首筏の規制について

真珠介の保有数量は逐年激増しているので33年度の採苗筏は 3，000台以内に

圧縮すること与 し漁場別捜数については真珠介生産計画に沿って先づ県哀珠介

漁協にその計画を立て頂くこと Lする。

なお、稚介の販売を防止し哀珠介計画生産の確立を図るため稚介採古事業を地

区漁協の直営とするよう強力に指導する。
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5.その他の事項

養殖用筏規制!の励行と円滑な実施を図るため真珠審議会の要設もあり次のよ

うな措置が講ぜられることになっています。

(1 ) 真珠母介需給体制の整備

付)真珠介計画生産の椛立

(ロ)真珠介の価格、取引方法の調整

(冷真珠漁場に於ける稚介育成の禁止措置

(1〆につき300倒以下の税介の保有を禁止する。但し昭和34年3月31日ま

で泊予期間をおく)

(2) 各iY!I)易憶に浮設する筏故の

41iいて毎年指示する予定。

(3) 漁場取締の強化。

(4) 目標完了までに各地域住の適正筏な数についての科学的な裏付け調

と関i宝した)~iff!J実?去に
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ブ の登録を通じて得られました美殖業の実態並に

33年度の筏規制j方針とその実施方法の概要について述べた次第でありますが、

御承知のように最近の京珠業界はまことに重大な時械に立っていますがこの危

り切るためには関係者の皆さんがよく業界の現状を認識され一致団結し

て先づ自主的な生産の建て直しが大切であると信じます。この目的のために筏

の登録制が活用されるべきであり、又;真珠養殖事業条例のねらいもそこにある

わけでありますので皆さんの御理解ある御協力をお願いすると共に一層の奮起

を期待する次第であります。 (33.3.7)

真珠 関係区画漁業構表 (昭和32年12月日現在)

I 重別;真 珠 I(長漁毒川真珠介!真珠介ひび建l合 計!

と7JU¥併記戸(弓Jf件i 坪|件(坪|件i 坪 1'fl 坪

|伊勢湾問海区 11 叩([ l --l -: 2h69，mol 
志摩度会海区!41014品回以 31138仏0叫152!1品川00: 3! 78，8∞5姉，282仰 l

j熊野灘北部海区|羽 104，5oo! 21! 229初出 371 468，8001 21 12刈つ 871814，9001 
j合 計 i43到4，回7，叩01 521 6ω，2叫 18911，809，50α51 91，2∞685げ，167剖 01
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60側 h 避寒時に於ける地域別筏台数
( 3 3年 1月〉
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避寒時lこ於ける地域別筏台数表 (33年 1月)

一 一一一
20.000合

10.000台

5.000fi 

06' 

j1守じ、、
自社 事主

矢 18 北
部 イ時 l'川哨I!~

五
ケ

湾

仁ご二コ真珠筏

t7ZlZL1文珠介筏

南 紀

五五 州

同:貝の年齢差による真珠品質の差異について※

山 口

(国立真珠研究所大村支所)

ヌ止
五五

浜J掲げされた実珠は、種々雑多で、色については、ピンクあり、ゴーノレドあ

りといった具合であり、又、巻きの程度も積々で全て一様ではありません。

しかし、このように種々様々の翼珠が出て来るのは如何なる原因によるので

しょうか。その原因がわかれば、養殖期間を短くしても厚巻きの真珠を、又、

好みによる思いのま Lの色の真珠を作り出すこともある程度迄は可能になるで

来「しんじゅ」第26号より
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しよう。しかし、その原因追求には実際に養殖を担当される皆様方をはじめ、

多くの研究者達が必死の努力をはらっていますが、未だ、それは雲をつかむ欣

態といっても過言ではないようです。それは、真珠の巻きや色が挿校方法、 iほ

貝、~珠袋の主主となるピース、養嫡過程及び、環境条件としての養姐漁場の海

況など数多くの要因によって、支配されるものと忠われますが、それら要因が

一つずつではなく、それら全体が組合わさった複雑な交互作用によって、支配

されているところに、その原因追求の研究のむづかしさがあるものと忠われま

す。

しかし、この場合、一つ一つの要因の探究からこの研究を進める以外に方法

はなく、一つ一つの要因の真珠品質に影響する機構等がわかつてはじめて、全

般的な組合わさった要因の探究に論を進めるのが当を得た方法でありましょう。

以上のような意味から、筆者は「しんじゅJ24号に於て、一つの要因として

の養殖過程の中から、貝掃除の問題を取りとげ、それが瓦珠の品質に及ぼす

響を検討しましたが、本号に於ては母貝の年令差と実務iミの品質との関係につい

て、昨年行った試験の結果から検討して見たいと思います。

試験の方法は、 3年もの養殖母貝と、 5年もの天然母貝(後の 3年聞は垂下養

成したもの)の二つの年令の異なる母貝にl分2麗の核を、「フクロ」と「ワカジ」

のご個所に、 6月中旬に施術を行ったものについて、金網龍に30個ずつを収容

して、水深1.5米に垂下して試験を行いました。

なお、試験に用いた、龍の数は総数40謹、貝の数で 1200個であります。養

成期間中は全て、条件が一様になるように注意し、貝掃除は9月中旬はl回だけ

実施しました。

このようにして、養成したものについて、昭和33年 1月中旬に浜揚げを行い

その真珠について、母貝の年令加に、重量(巻き)及び、色について推計学を

用いて、比較検討を行いました。

巻きの厚さの程度を比較するために、母貝の年令差、挿核の位置及び、色の

区分別に天秤で計量し、 1個当りの平均重量に換算して、表に示したのが、第1

表であります。この表について、推計学の方法によるFI検定を行いますと、危

険率1%で差が認められることになります。長pち、 3年もの L母貝に施術を行っ

たもの L方が、 5年もの Lそれよりも、巻きが厚いといえます。これは、浜揚げ

殊を、一日見ただけでもはっきり区別が出来る程、判然としています。

次に、哀珠の色については直射日光をさけ、肉眼によって、ピンク・ホワイ

ト系統、クリーム・ゴーノレド系統、グリーン系統及び黒系統の 4つに大別し、

母貝の年令別によって、 4系統の色の出て来る割合を表に示すと、第2表のよう

になります。
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第 1表真珠 1個当り平均重量 (gr)

第 2表色の出現率

これについて、推計学による、 X2法という方法でもって検定して見ますと、

母貝の年令廷によって4系統の色の出て来る割合に危険率5%で差が認められる

という結果が出て来ました。

即ち、 3年もの L母貝に施術して、浜揚げされた冥珠は、ピンク・ホワイト系

統が少く、クリーム・ゴーノレド系統の珠が比較的に多く、又5年もの Lそれでは、

ピンク・ホワイト系統の真珠の出る率が大きく、クリーム・ゴーノレド系統の珠が

割合少ないことがうかがわれます。

なお、グリーン系統、黒系統では、それの出て来る割合に差は認められませ

んO

以上がこの試験の結果のあらましでありますが、この結果から、母貝の年令

系だけを、取り上げて見れば、年の若い母貝に珠入わしをしたもの i方が、老貝

に施術して、間一期間養成したものより、珠が)享巻きであるといえますが、一

方、色について見れば、クリーム系統の珠が多く出るのは、若年母員に施術し

た場合ということになります。これは母貝の年令差だけの問題であって、はじ

めに、お話したように、主主珠の品質を左右する要因は、他にも数多くあるので

すから、厚巻きの、そしてピシク・ホワイト系統の翼珠を作り出すためには、ま

だまだ研究されなければならないのでありますが、一応、この結果も頭の中に

入れて、参考にして頂きたいと思います。

又、大珠施術の場合においては、大型の母貝を要するために、どうしても年

を取った、母貝を用いることになりますが、この結果を参考にすれば、巻きを

早めるためにはどうしても、年若くして、大型の母貝が必要だということにな

り、母貝養成等の問題も今後の研究課題のーっとなるものと忠われます。
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養殖能の「網目Jの大きさが

稚貝の成長に及ぼす 影 響 楽

太 田 繁 山口一登

(国立真珠研究所大村支所)

近年、縄吊り、ナイロン吊り等のいわゆる「開政式J.長殖法が発達し盛んに

行われていますが、これし等は大部分が施術貝に重きがおかれているものであっ

て、母民についてはまだ在来の金網詰や綿糸龍による養子i直方法が大部分を占め

ている)伏態であります。

特に稚貝については(しんじゅ第21~.を参照下さい)網目の小さい稚貝龍に

よる養殖方法が一般的に行われています。

「開放式」の方が寵を使用する方法より成長の良いことは誰れもが認めるとこ

ろでありますが、それではこの成長度の差は何に因るかと言へば最も大きな点

は当然のこと乍ら貝が開股的であるかどうかと言う点であります。ですから謹

養殖で「開放式」に近い成績をあげるには、どうしても長沼寵の網目の問題を

無視することは出来ないと考えられます。

従来、寵養殖の場合には、先ず稚貝がもらない程度の網目の龍を使用し そ

の後も比較的に長い問、そのま Lの網目の寵を使用している所が多い様ですが

(寵製作する際の椅易さから)、この方法と前述の考えから貝が大きくなるにつ

れ、網目も貝がもらない程度のものにだんだんに換えていった場合の成民度の

比較について昨年試験を行ったのでその結果を述べて見たいと思います。

試験に使用した養殖誌は丸型の綿糸寵で、網目の大きさは15耗から35粍まで、

57毛おきに自の大きさの違った龍を準備し、第l表のように網の闘の大きさを変

える順序によって4組に分け、各組に4つの龍を当て L養殖試験を実施しました。

なお成長度の測定は試験開始時の5月に1龍に200匁の稚貝を収容して、その個

数からl個当りの平均重量を算出し、その後1ヶ月毎に寵を取り換える(前回と

同じ網目のものを使用する場合にも)と供に、部試験期間中の増量分を除いて、

新しく200匁とし、 l個当りの平均重量によって比較をしました。

養殖試験の期聞は5月から9月までの 4ヶ月間で、その聞に養殖誌の網目の大

きさが如何に稚貝の成長に影響しているか、その結果は第2表に示す通りであ

殺「しんじゅ」第27号より

円

U
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第1表網目の大きさを変える)1国序

伝~，分\月，-J V【 616 門ム 門ム ハu ハu ハu 

A 15mm  2 0 2 5 3 0 

B 15 1 5 2 0 2 0 

C 15 1 5 1 5 1 5 

D 20 2 5 

網自の大ささ

ります。この表は試験開始時の各組の1個当りの平均重量を1として、その後、

第 2表平均重量の増加率
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さい目の誼のB・Cよりも重量が増し、成長が良い事がうかがわれます。以下7月

8月と次々に網目の大きい龍に入れて義一殖するもの程 (A.D)前回と同じ網目

の寵に入れたもの (B・C) よりも重量が増して成長が良いということが言えま

す。

以との結果からしても、養殖箆の telの大きさは稚貝の成.尽に影響があり、網

日の大きい誌に入れたもの程成長が良いと言えます。

稚貝養子直の場合、最初Jから大きい網目の寵に入れることは不可能であり、必

然的に自の小さい龍に入れることになりますが、成長の最も速い時期に当る稚

貝はどんどん大きくなって行くのですから、その時の民の大きさに適した最大

限の網目の寵を使用し、手まめに網目の大きい寵に順次取り換えて行くのが効

果的な養殖方法と言えるようであります。

この試験では、前にことわりましたように、前回と同じ網目の龍を使用する

場合にも、寵は毎月取り換えたのですが、もし網目から貝がもる心配がないか

らと安心して、寵の交換の期間が長くなった場合には、小さい網目の寵ほど附

着物が多くなり、成長度の差はより一層大きくなることは当然予想されるとこ

ろであります。



以上なんでもない様なことですが一寸の気のつかい様で馬鹿に出来ない成識

が上ると思いますので試験の結果を報告し、参考に供します。

私のコーノレタール 染法※

野ア 村 孝 男

(大;豆町波l;JJ・野村ノご{ノレ)

毎号豆珠研究を拝読し、有益なる研究結果を斑右の書として再三再四熟読玩

i沫参考資料と致しております。創業日、尚浅く費用と時間をかけて研究する閑

暇のないものにとっては、出になげかわしい次第でありますが、これも宿if誌と

諦め私のコールターノレ染法を公開L、皆様の御批判を仰ぎ度く稿を起しました。

実は前職(元朝鮮総督府水産試験場勤務)の経験もあり数学的なデーターを

以て納得をして戴きたいのですが、 と記の意味で只単なる体験談をして御笑覧

下さわしば幸甚に存じます。

真珠と言いますと、先づ"1;:石と言う感慨が第一に浮びます。そして英国国王

の頭ヒに燦然と輝くクラワンを恕像します、と同時に白分達からははるかに速

い、神の国の財宝の様に思われて来るのです。

それよりも私共立珠養殖業者にとって芦先に浮んでくるものは黒い、匂う、

粘々した、ゴールターノレが、眼前・にやって来ます。私達養殖業者にとって今年

の暴落による不安から投影されて来る黒い暗幕が丁度私達のνンボノレであるゴ

ーノレターノレに似ている様な気が致します。余談はさておき、私のコーノレターノレ

染法を御披露申上げ一般の皆様が、施行されている方法とを順序を追って詳述

することに致します。

(1)ターノレ釜の設備構造

設備構造については一般の方法と異なる所はありませんが、朝鮮住家の温突

の築造法、寒天製造の際の釜場の構造からヒシトを得て下部対を火廻り笥所、

※ 1958年3月8日受理

n
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中間きii~3を保温詰所とに赤土を用いた事です。上部%はその僚とする。

要するに小量のコーノレターノレを用いて作業を完遂する為には、火廻り笛所を

多くすると多少沸Il驚昇温は早いが、多量のコーノレターノレを注入しておかねばな

らぬのでこの様な設備をした。

(2)この釜に%迄(大約)水を入れ、後大体これから染めるに足るゴーノレターノレ

を注入し加熱し始める。温度が900C前後になると沈降していたコーノレタールが

泡沫吠態で浮上するから染め始める。

(3)染め上げたら誌は逆に並列し樽は縦に並べ吊線その他は適当に流し場に堆積

しておく。

前線その他のものは4、5日したら反釣にかえしておく。

以ヒの操作!'i一般の方法と何等変りのない事柄ではありますが、水を混入し

てやることが、最大の眼目であります。そして決して lOOOC以上では処理しな

い事です。

;茎一的に主主の構造操作等について一般に行われしている方法との比較をしてみ

ますと次の通りであります。

(A) 主主の構造からして最小限の容量で、も、加熱出来る事、ターノレのみ全量注入

し火廻り笥所が大きいと常に多量のターノレを容れて置かねばならず、必ず古い

タールが残存することになりタールは次第に揮発性物質の蒸発によって濃縮さ

れ初めのターノレの慢絡が宍われ終いにはピッチ取のものになり且、土砂、灰、

持物の浪人の為、不純物多量のターノレに変化して行く。

本法に依ると少ない位のターノレを用いて作業することが出来、 E不足の場合

はいつにてもj主力日出来るし水の補給によって容量を容易に増加し得られる。一

般の去によると当初相当のターノレを注入しておかないと途中で出加が出来な

い(急速なエマノレジヨシの為、 j弗出する危険がある)水が混合しであると叙上

の通り完全消費が出来るのでターノレも、何度も干支存せしめて終にはピッチ肢の

)叉雑物の多いものにしてしまわない。釜のJ)(雑物沈澱物質は時々捨て去ること

がkB来る。

認するに雑物のない新鮮なタールを毎日投染物体に附若浸透させられる。

(B) 加熱温度が絶えず一定イ立に保持され誰でも行ふことが出来る。水を注入し

てないと、相当の経験者でないと一定温度に保つことは出来ず旦上、下の不動

が甚だしく而も積高温lOOOC以上になると脱水作用をし縄類マニラ等合水性の

ものには不適である。尚、揮発性物質の蒸発によって臭気甚だしく作業上疲労

が著しい。水の加入によって一定混が保たれ沸出の危険の場合は、少量の水の

添加によって容易に冷却する事が出米るし、釜の放熱{呆j誌の為急速な上昇冷却

がよく、非常に気楽に作業が出来る。
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(c)それから染める時間が問題で、これは水を加入する方法も、一般の方法も

向じであるが、被物体の状況によって相違する。これは経験とj惑に依らねばな

らぬが、新鮮なターノレを万辺なく制定ま浸透せしめること、それで誌の如きは取

手を下にして並列しておく。こうすることによって一番大切な貝の当る笥所の

タールの被膜を厚くすることが出来るし海中では正常位に懸吊するから鉄線全

般に均一にターノレの被肢が出来ることになるO

大変手間がか Lる様に忠われるが、僅かな手間によって寵の損粍が防止If:うに

るとすればかえって手間をはぶいた結果になるO こLで加熱の日寺間であるが、

長い時間ターノレ釜に入れて居くと前回のターノレが剥脱し新しい制限が、附ポーす

るこの前回のターノレを剥脱せしめること自身ターノレの新鮮さを汚損することに

なるから出米るだけ前回の分を剥脱させないで新鮮なもの L被)践をつける方が

よい様に思う。でゐるから段々と被!院が大きくなるが、この方が箆の如きは鉛

にくい。水通りがJEい程太くなって来たら一度水のみ沸騰せしめおき完全に剥

脱して再度新鮮なターノレで染めることである。

(D)釜及F付属設備については前述したが、火廻り場所、放熱防止、{呆j日間、完

冷層とし間着設備で一度染めた物体からたれ下るターノレを熱のらる内、/己の主主

に収容する設備にするO この量は相当量によるのでそれだけが熱燃料なり H寺陪!

なりが必要となるから一寸面倒でもそうした装置にしておくがよい。尚、染め

た物体を置く場所は粗末なものでよいからコンクリート主義りにしてタールの['1

!lXを計る様に工夫することである。

(E)ターノレの接択については各位の好みがあるが、染める物体、時期等によっ

て犬々按寵することが必要である O ターノレ染めには

1.濃厚ターノレ

2.普 通 タール

3 クレオソート

の3種類は備へておき度いものである。

金 網寵 新箆は濃i手タール2回染め。古龍は普通ターノレか混合品。

市 縄 濃厚ターノレと普通ターノレと混合。尚クレオソート 10%-200合

マニラ類

混入。中古品は普通ターノレ。

普通ターノレ 2間染めか又は。濃厚ターノレヘクレオソート 20%

-30%混入。

パール 普通ターノレ。内部ヘクレオソート。

針 金 濃厚ターノレ。

クレオソート混入多量の場合は混水せず500C-600Cの低温で、すべきである。

(木村及竹等)以上申述べました事を要約しますと
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」と。

1. 釜の設備と欣熱保温の観点から釜の周囲を出来だけ多くの赤土を使用した

2. 滴下したターノレを元の釜に収容する様にしたこと。

3. 水を混入してlOOOC以上に温度を上げないこと。(水が混入されておれば

絶体lOOOCに昇らない。)

4. '金制龍の並列方法を逆にしたこと。

その他のものも反転して均一にタールを附着せしめる様操作すること。

5. ターノレの種類を濃厚、普通、クレオソートと3葎類位備えたいこと。

6. 染める時間を工夫すること。絶えず新鮮なターノレの被!提言ピ形成せしめる方

法を採ること。

先輩各佼にこの様なことを述べ欠トしとは存じますが、恐らく相当の籍、その

他の損粍を防止し、且ターノレの使用量が減少することは

おります。御批判を承り度く存じております。

ないと信じて

設備其の他概要説図

h
h
d
 

-ム

ターノレ釜設備構造図

※水の混入程度は禁の時々により

加減する。 201-2001位で、水がな

くなるとコ{ノレター/レでも水で

も伎入は危険であるから、水の

存在する内に水で‘もターノレでも

i主力lelして居くこと。

水がなくなってターノレだけの場

氏は沸騰して来ないし、水だけ

になると水蒸気が発生して来る。

温度が低くなると水が表面に出

て染められない。



※角釜大型は理想で

あるが、小規模業

者はダラム綾を蓋

だけとり、玄型に

使って結構箆や織

は染められる。

錨令ノく{ノレは③の

部分において杓で

タ -jレをかけて染

めてもらう手間は

かふらない。

※最小の規模を申上

げますと、③は3尺

X6尺トタンl枚使

用⑥は全2枚使用

⑥は C2Kx3K) 6 

煙

突

乾燥場.タ ノレ滴下場

運搬廊下

⑤ @ 

タール場平面図 トタン張りか

積君土t是状にし
そノレタノレ塗モノレタノレ塗

古ト竹を警官L ておく

タ ー ル 場 断 面 図

坪でこの他に染めたものふ集積場があればよし、。

A>  A' 

※染上げ後雨に打たれ

たり、海中の温度が

高いと当初より一層

薄い ::J.jレータールの

被膜となり貝の接触

動揺、運動によって

別離し錆びつくこと

が多い。

(1)正常位に置いた場合

際おお綴努
陸上 海中

A A I 

⑦ 拘子コー Jレタール役 膜←ーヤ f 線

ハロ



(2)逆転位に置いた場 合

A = B く B'

限切ぷ瑚
陸上 海

内ご¥九州

中

※別に接触しない部分

が薄く5i_の按触商が

惇〈附着し反対にし

ても(1)の場合より濃

好に被膜がつき旦よ

くみてみると針金全

般に均一に附荒して

ゐる。

一度に籍の 1，000位

操作する規模の業者

でもそんなに手間は

虫、 Lら日ユと，¥!;l，ふ。

春先の作業について来

佐々木幸祐

(覚田養殖真珠株式会社)

i珪寒漁場

春先の作業を目的とする場合の先決問題は母介の卵を如何に抑制して置くか

にあって、先づ比の条件を満してくれる避寒漁場を必要とするのであります。

冬期中の水温が1高からず低からず降雨等によっても急激な高低もない最低9度

位の海が適当で英虞湾では多穂島から浜島附近越賀浦から御座浦附近となって

居ります。避寒の時期は例年12月上匂から 3月中句迄として窟ります。

寵詰め

明春使用予定の母介は10月連くも 11月上旬迄に準備を完了して置かねばなら

ず掃除撰別後金網謹に8分自位目方にして1貫500匁位を詰め込んで避寒の時期

※ 1958年3月11日受理、 2月研究発表会に発表

- 17 



比の時に既に大半の卵は抜けて居りますが多少残って居りましても 3月迄に

は8分通り抜けて参ります。

3月中句作業場の水温が13度位に昇ると介を廻して、避寒中多少の汚がありま

すので簡単に掃除して竹諸に詰め込み作業時期を待つのですが此の間の介の状

態に応じて手入れ、結詰めの分量、垂下の層等は決定されます。

与一*
例年作業は4月中旬から下匂水温が15、6度に安定すると直ちに始められ、比

の介は新な春の介が使用出来る6月上旬迄使われます。

作業介は浅い竹誌に並べて20日程度の英成を経て沖1-1:しされます。

春の珠は秋のものに比してそ舎が阜く、力強、さを持ちますが、や L ともすれば

避寒漁場で冷潮に見舞はれたり逆に肖水温の為卵を持たせたり父作業時期が早

過ぎる等の原因から白珠、黒珠を出す失敗があります。

討 議

(詰問ーについて、田悦佐々木両氏の発表後、日出討論が

会員:春期の挿核サイズは?

田畑:1. 5-2分を用いる。

高 山:(真珠研究所長)

春の挿核前の養生期間は?
悶 畑:貝掃除もせずに、すぐに行う。乃ち養生はしない。

五ケ所の場合は、避寒をせずに、抑制を続けた方がよいと忠う。

会 員 :2、3月に卵を持たせぬ様にするには?

田 畑:寵に沢ilJ入れる事である。沢山入れると附着物もつかぬ。

幸悶 降:(五ケ所)よごれぬ所におくと一帯よい。場所としては淡水の多い

所だ。

中村・ 忠臣:(操)磯では、 11月に卵をもつので、 9、10月に卵抜きをし、地イ

クをして、春挿核請に1週間位養生して使っている。

秋に少しでも色がつく程、卵をもたすと、春にうんでくるので、どうし

ても秋に卵抜きをせねばならぬ。

田 畑:卵抜きは全く透き通る迄出来る。そして、この様に仕立てると、右、に

は8割位挿核出米る。

井上 貞信:(浜島)浜島では避寒のする所と、しない所があり、自分の所で

-18 



は7年間、何ら移動しないで行ってきたが、 10、11月には卵をもっていた立

い。春には貝掃除をしてから作業をしている。この様に自然吠態のま L

で使えるのは、 5月10日位迄で、この後に{史う母貝Ii:彼岸前後に附荒物

のついた誌につめて仕立てた貝を使っている。

イ/し々木幸祐:(党田真珠、片岡)

冬期、円生に避寒したものは、春になって工場に移し、 (3月20日前後)

20尺にA:下する。この時に簡単に附着物だけ、むしり取り、竹龍に半分

牧つめ、適応性がつけば(10日位)だんだんとつめる。 8分通り卵が抜

ければ挿核する(150Cが続く頃)。サイズは歴訪tから、 2.2分迄。

若手作業の場合は、自珠が少し多いのと、留りがや Lわるい。

高 LLI :珠を入れてからの養生は?時期的な変化については。

佐々木:大体1ヶ月で的欠に移している。 Pear-lsac(真珠袋)の作られる速度

に比例して夏はすぐに金網に入れる。(10月頃迄)

昨年の11月初旬に竹誌につめて12月半に円生に移動したが卵がや L多いc

中村 文彦:(村悶真珠専務)

逃ヲヱの抑制によい水温は?

田 畑:130C位だと思う。

佐々木:卵が少し位あっても影響はしないと思う。

百台梅次郎:(北村民珠取締役)

亡作業の厘の死亡率は?

田 畑:ー百二死亡ギは少いと思う。 3%に満たないだろう。

木村 三三郎: (7]<..I'i~試験場技師)

長生)IJJ問btで"3%佼死ぬと思うがo

'1'1'1 忠 i~i 汗通 l 'ili!J ffLではないか。

I上! 畑:J"!が IJ~主いとピースと核が高ít:l'るのでよくない。

尚 iJ 1 :それなら弱いと好いかと言うと、 したものはいけない。

'f' ~cH忠) :貝がよくIl巴えていて、弱っているものがい Lわけだ。

中 村(文):ー詐よい長生方法は?

日 均li: :Li:!iいけが 4 滋よいが、死亡が多いので会網に入れて深吊りをするのが

よい。

茶木 和夫:(片問中学校教諭)

学校での実験によれば、竹誌に入れて、貝を 4 ヂ1]にきちんと並べてやれ

ば 4 評脱核が少い。

貝が足を11¥せば隣りの貝に当る位にするのがよいわけだ。

ぅJ+ ーヒ:自分の場合は竹寵よりもクレモナの l分自をひいたもの L方が沖出し
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!..tこ場合、成績がよかった。

中 村(文):それでは、次ぎに32年度の浜揚成績について各地区の方々に御志、

見を伺いたい。

田 畑:(布施回)非常に歩留りが恐い。母貝が小さいので脱核が多い。巻き

はよく、成績と Lては変らぬ。

昨年の夏高水温も影響して生産した員数は多かったが、珠は少い。

佐々木:(片EB)歩留りがわるい。脱核が多い。

31年度と較べて6-7割

巻きは例年よりよい。 6月に白珠が多い。

中村忠臣:(南海)歩官りがわるく、白珠が多い。傷も多い。例年の7割位だ。

西崎 浅雄:(鵜方)歩留りがわるい。 1昨年の避寒8~'の低水誌がわざわいし

ている。

井上:(浜島)11均年の低水温が影響してわるい。

貝に多少の無理があった為、歩留りが少い。

この他に関しては割合によかった。

木村:(水産庁技官)

珠の成績のわるいというのは、密殖によるのでわないか。

中 村(忠):成績を見ると、昨年よりもよかったから密殖によるとは考えら

れぬ。

橋本 恨 ー :(帝国真珠、間崎)

思が多かった。 9月に入れたのに特に多く、成績はや Lわるい。

中村文彦:(阿曽、的矢)

的タミでは、死亡率が少く、巻きは例年並であった。

た-.，;.'i~}がや L 多い。

百 古:(迫間)迫間では予想していたよりよかった。

中 村(文): 7ミリ以上の大きいものを輪転機にかけるとムキ珠の様になって

しまう。ナイロン吊りを波の荒い所におくと、珠がわるくなるので注意

が必要だ※

※最近四国でも盛んに養殖されているが、特に瀬戸内海の珠は美しい

が、キメが荒く、柔かい感じがする。そして、表面に短かいスリ傷が無

数についていて珠の価値が落ちたものが、往々にして見られるが、これ

は機械剥きによる傷である事が判った。その中でも特にひどいものは雨

予でこする丈でスリ傷が出来、加工面では大いに価値の下ったものであ

るので注意が必要である。(編者註)

円
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高 lLi :珠が柔らかいのはカノレνユームが多くて、蛋白賀が少いものだ。

電子顕微鏡で調べても、実際に見た差程、相Jきがあらわれぬので、肉眼

的な感じの方が半IJっきり判る様だ。

卒 田:カノレνユームの多い所では伸びるばかりで蛋白質の多い所ではよく巻

いている。

真 珠 抄 録

(2)真珠 貝 及 び 母 貝 について

白 井 祥 三F

。こ旦rQ.C!i!_， T. al2.d Habe，l_:_j}l52_! 

Check List and Bibriography of the Recent 

Marine Mollusca of Japan. 

思国語:米、波部忠童、日本産現楼海産貝類問主主

(頁珠貝目録)

司司臼 名
ρナμ， 

ノ寸〆二1

タイワンアオ リ Pinctada <:hemnitzii (Philippi) 

(Gould) ベー… I~ fuc.:ata 

クロチョウ jiイ P. margaritifera (Linre) 

ア コ ヤ ji ベ P. martensII (Dul'ker) 

ミドリアオリガイ P. panasesae (Jameson) 

ムラサキナョウガイ P. scheepmakeri (Dunker) 
fく I P削 a pengulD (Roding) 

分 布

JじJコ、 1};号

大ー南洋~房J'i'I
日若狭つ

大一南洋~紀州、l

太一種千島~房ナ1'1

日 ~能登

戸了一南洋~種子島

ごー南洋~種子島

大 南洋~土佐

。山口正男:1955，アコヤガイの養殖とその民珠(水産増滞緩書No.9)

第 l章種類と分布

立珠を産する貝には、カキ、ハマグリ、タイラギ、アワビ……等いろい

ろあるが、産業的なものは、アコヤガイ属 (Pinctada)に属する貝である。

黒田博士涼によれば、日本から知られている種類は6種である。

1.クロチョウガイ. この貝はアコヤガイに似るが、大形で殻質重厚な

二枚貝で長さ120mm、高さ 105mm、行J30mm大の貝殻をもち、前王手

※黒田徳米:193印 日本産有f殻軟体動物総目録Ve日usVol.lI.
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部短く、後:E!:部はほとんど退化して存せず、後縁に至り る事lま

少い。殻の地色は暗緑色で、殻頂から白色の減を射出している。この

線は往々分裂して注文をなす。殻の内面は江珠光沢強く政紋に!日、t出を

右.している。

(分市) :台湾、琉球、小笠原、奄美大島、鹿児品、種子出、土佐、

伊、 SiJ度洋、太平洋の熱帯地方沿岸。

2. ムラサキチヨクガイ，子 (分布i):奄美大島

3. タイワンアオリ，※※(分布):台 湾

4. L三-'fs1 C真珠貝)， や L四角形の二枚貝で、長さ74mm、

高さ 78mm、r:J30mm位の殻片を有し、殻片は、 2羽司午.百剖部iが著しくない}人"、

でアコヤガイ科の他属に上比乙し、傾斜する事が少い。左ィケ殻片は前んど

相等しく、殻T[ejは前方に偏在し、右殻片の前方殻頂の下にはよ己糸を/1¥

す三角形の切れ込みがある。殻表は相重なる苅fjfから形成され、目白同

色で少し蒼色を雑えるものと黒色のものとあり、内面は閃光燦側たる

哀珠光を有するも、これに純銀白色のものと、帯淡褐色のものとあり、

前者に優良な真珠がH:きるO 深さ5-lQm前後の海水静穏、設な.bJd所

に多く棲息する。

(分布):安房、相模、伊豆、伊勢、紀伊、淡路、土佐、陸手、iJl'lflu'、

但馬、能登、種子島、奄美大島※※長八丈島C?)
5.ふF9Y7t9s1， タト71ラ、 fi珠貝に似るも、はるかに小形でや L斜

に延長し、概ね縁彩す。

(分布):琉球、奄美大島、小笠原島

話iムラサキチョウ万イはどのリストにも出ているが現物は対んど見られぬ。国立科Jナ博物

館にもなく、恐らく、柴田博士が持っているのみではなかろうか。分布も奄美大Iゐ丈とな

っているが、実際に奄美大島には発見されなかったから、今日では後虫、しないと思われ。

(編者註)

廷後 Fイワンアオりも非;制こ少い貝とされているが、やはり、どんな貝か不明日夜であった。

筆者が奄美大島から得たアコヤガイの一種が最近オーストラりヤの Hynd氏の研究と、送

られた標本から見て、タイワンアオリである事が判り、奄美大島にも産する事が明らかに

な った。(編者主主)

料※アコヤガイは温帯地域にのみ分布するが、黒田博士のリストには、奄美ノ片足y迄が限界

とされている。筆者の調査によれば、 [iiJじ黒f車]綬流の務響をうける伊豆七島(八丈島を含

む)には、見られるが、奄美大島には、全然発見されなかった。両3年に亘る奄美大息子各

地の調査並びに現地の真珠会社の知見によっても現在ーでは棲，11'、しなし、と考えるものである。

(編者註)

門ノ“
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6 ベニコヨチワガイ※ (分イザ) :長崎、紀伊，屋久島、曽高島

以ヒの{也に世界に分布する Pinctadaに属するものは、次の通りである O

1. P. margaritifera zanzibarensis (Jameson) 

ザシジノ~}レクロチヨクガイ

(分布)， マダガスカル、セイジ工ノレ諸島

2. P. m. mazatlantica (l-Ianlay) 

ノqナマクロチョワガイ

(分布)， カリフオノレニヤ湾、パナマ

3. P. m. erythrensis (Jameson) 

エジプトクロチョウガイ

(分イri)，紅海、ぺノレ乙/ヤj号外よりアデン湾附近

4. P. m. persica (Jameson) 

ペノν乙/ヤクロヂヨワガイ

(分l'ii)， ぺJレジヤ湾

5. P. m. cumingi (Reeve) 

オークラシドクロチヨヲガイ

(分伝)，東ボリネνヤ、ソ νエデイ諸島、ハワイ諸島

6. P. maxima (Jameson) 

ジロチヨヲガイ

(分布)，オーストラリヤ、インドネ Vヤ

7. P. vulgaris (Schumacher) 

セイロシ乙/シジユガイ

(分介j)，セイロン海、ペノレνヤ湾、紅海、マレー、地中海、東ア

フリカ、マノレディプ諸島

8. P. lentiginosa (Reeve) 

パンダvロチョワガイ

(分千戸)， セレペス、モノレツカ諸島

9. P. radi呂ta(Leach) 

ニνインドジンジユガイ

(分布)，西印度諸島、南米ブラジノレ、ベネズエラ

10. P. carchariarum (Jameson) 

νヤークスベイ νンジユガイ

(分布)， Vヤークスペイ(オーストラリア西部)

※このベニコチョウガイという貝は、 i前号で述べた通り、現在では相模以南の各地に産す

る 。(編者註)
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11. P. panasesae (Jameson) 

リクキク νンジユガイ※

(分布)，琉 球

12. P. nebulosa'※※ (Conrad) 

(分布)，ナシドイツチ諸島、ハワイ

13. P. pitcarinensis悲・ J

(分介i)，ピトカリン島

14目 P. lucida'*栄

(分イri)，ブイジー諸島

15. P. galtsoffi (Bartsch) 

(分布)，ハワイ

16. P. pallida (Conrad) 

(分布)，ハワイ

第7筒j，成長度、寿命並びに再生力

1)成長 成長増加率は1年目が最大であり、 2、3年はほ V同じであるが、 4.f手に

なるとにぶる。又1-3年目迄は殻高は殻打iより成長力が劣るも、4、5年

貝では優れている。

体重については、満 l年目のものが最も増加率が大きく、 2-3年は同

様であり、 4年目に急に減少する。

又、小林博士※によると、貝殻の成長は年中同様に成長しているので

なく、冬期間中は冬晩し、 12尽には体重が急、に減少し、 4-5月この状

態が続き、 5-6月に至り、回復するO そして、当年貝及び 1年貝の体

重減少は、高年令のものに比して遅れて起るO この原因は水温の低下

によるものである。

渡辺氏※法によると烹珠麿と稜柱隠との関係は

(1 ) 満2年目の初頃迄の期泣い初期は殆んど稜柱:層の分i必が主主んで、

※リウキウシンシユガイとは、琉球、奄美大島に多産する真珠貝について現地の人々がこ

う呼んでいるので、記されたものであろうが、この貝は Pana~esae iこ非ず、むしろ、

sugillata という貝に似ているが、やはり少し違うので、この主主と同格の別種として一応

amamiensisアマミアコヤガイという名を与えたが、黒田博士は sugillataとして、モス

ソ アコヤという名をつけている。(編者註)

※※この三種は一説にアコヤガイの地方的一変種なりという。(著者註)

※小林新二郎，主主1田正敬:1949，真珠養殖の研究 1-直日水誌14(4) 

出F※渡辺哲光:195つ，アコヤ貝の介殻主重量:の年令変化、特に真珠層、稜柱腿との関係につ

いて、真珠の研究(3)

A
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成長するにつれ真珠層の分泌がIlIrtA!となり、 2年間の始めは柄者

相等しくなる。

(2) 2-3年末真珠層の分泌、は稜柱質より多く真珠層重量は稜柱層

よりも大きい。

(3) 4年以上:稜柱層の生成が殆んどなくなり、頁珠層のみ形成さ

れる。

又、貝殻表面には輪}伏簿片が相重っているが、小林博士※によると、

一枚の薄片が形成されるに要する日数は、全体の 50%以上が 7-9目、

平均8日で、時には3日や35日に一枚という例も1らった。冬期310
CIこ

なると貝殻の形成は止り、春迄平均16日冬眠し、 150Cの水混になる

と冬眠からさめるが、 5月上匂にならぬと大部分の貝殻形成は始まら

ぬ。

又、成長はその棲息海底の底質にも影響があり、岩石底の所に附走きす

る貝は年令に比し貝殻大でj享く、殻縁の磨損がなく、波静かな砂泥の

牒石に附資するものは、貝殻の厚さは上の場合に及ばぬが、成長良好

で殻緑には殆んど欠損がない。

波荒い浅海の砂牒底に附着するものは、貝殻の最上層は磨滅して存在

せず、少し老貝になると、殻頂附近は稜柱層をも磨滅し、貝殻は甚 L

く薄く、重量も軽い。

2)寿命 発生後満2年で老-貝となり、産卵を開始する。

11-12年が大体寿命となる。

真珠貝の殻高と殻巾との関係 (三重県水産試験場)

(平 fi--[tlMl山市
:ijiljillljiljjii1111! 

満一年生

満二年生

満三年生

満四年生

満五年生

※小林新二郎:1950，アコヤ良介安ι表面に万全げる輪状薄片形成の週期性、

真珠の研究 1 (3) 
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アコヤガイ属の三大真珠貝の比較

性 質 アコヤガイ クロチョウガイ シロチョウカ'イ

大きさ最大 1 O. 2 cm 1 8. 9 cm 3 O. 5 cm 
11 平均 7. 6 cm 1 5. 2 cm 2 O. 3 cm 

只&)J'んX ふくらみ ふく らむ やふふくらむ 少 し、

11 致包 灰 賞 色 緑 褐 色 薄寅褐色

11 条紋 7木、紫褐色
10-18本、白斑の

痕跡のみ|放射列

i真珠!脅 銀 緑 色 i鋼 欽 色 銀 白 色

教縁の真珠!醤 黄 燈 色 金属的な結語色 金 色

蝶 番 線 普通(殻高より長し) 短 台、 L、 普 通
r且τ主ュ 量 160-100介/1貫 1 5介/1震 9-10介 /1貫

(出典:黒田徳米待土)

※シロチョウガイぷ奄美大島に産するとしづ記録は恐らく筆者のとこのレポ{ト丈であろ

う。僅かに数個体しか採集されぬが、事実棲息している。このレポ戸トのデ{タ{の出

所は、奄美真珠の光塚喜市社長の終戦後の初調査によるので、確実であり、この事から、

我国産の真珠貝の中にシ口チョウガイを入れる事が必要である。(編者註)

※'* !Jイラギは、砂泥i也に直立している大形二枚貝で、各地で2普通に見られ、その貝柱は

111場に出荷せられているが、この貝の真珠層が銀灰色を長し、美しい所から真珠の養殖に

適さぬかと考えられる事が多いが、筆者の実験並びに南方産、クロタイヲギによる光塚氏

の宍験結果より、この仲間の真珠養殖は困難である事が判った。タイラギよりも更に美し

し、ノ、ノミウキガイ(志摩にも多産する)ですら出来ぬのであるから、どうしてこ Lに載って

いるのか判断に音しむのである。(編者註)

詰在来※マガキとは普通のカキの撃で、確かに天然真珠が時々出るが、まるで白い石粒で全

く真珠光沢がなく、商品i均価値けないから [f，aじ様に真珠貝として不適当で、ある。

民主~:::i.~必この貝による養鮪はラトミだ宍験段階で北海道の河川に於いて行われているが、大きな

成果は今の所望めない。 I司じ淡水産でも湖沼に鼠息する。イケチョウガイ、カラスガイか

らは立派な真珠が生政されてし、る。(編者註)

楽lシャコは、純南il学の只で洞瑚礁に多く、我lJ;!では奄美大島に於いても棲怠しない。それ

欲、日本廷に入れる事が出来ぬが、世界最大の二枚貝であり、往々にして石コロ大の天然

真珠が出て、戦前、南洋群島で、は珍貴な所から比較的高価に取引されていたが、それはあ

く迄、土産物としてであり、養殖などは思いも寄らぬ事で‘ある。(閣に、只伎の片万丈でも

10貫もふる。) (編者註)

制アワビの養強は、 195~年頃から行われているが主に半円真珠であり、や L 品質が劣る

とに巻貝であるが為に、餌半iとして海滋を与えねばならぬから養殖tまあまり行われていな

い。しかし、水産大学の宇野寛教官によって、近年立派な真円真珠が発明せられ、今後の

発展が期待せられている。(編者註)
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0小川良穂:1951. 日本海に於けるアコヤ貝の分布

(採集と飼育 Vol.13. No.1D 

山口県嫌:吉見、小串、特牛、問]11、粟津、伊上、 )11))L!\!~1 の南、久津、

{山崎、青海島の南東側一帯、三見、荻、奈古、須位、江崎

島根県:隠岐島の島胡地区(美回、浦郷、由良湾に多し)

京都府:伊根、宮津、粟津

福井県:小浜湾より敦賀湾に至るそ全地に相当量

石川県:能登半島内浦(富山湾側)の小木よりじ]宅湾に亘る沿岸、 じl己湾

北部に多し

OllJ口正男:1947. 田辺f与の ti:珠介における府民(員貝)のH:現芸名

について(医学と竺物学 Vol.lJ. No 6) 

日本氏珠問究所報母宅斗醤

吸虫類の Bucephalusmargaritae Ozaki and Ishibashi は最初スポロキ

ストとして冥珠貝の生殖巣、及び肝臓に寄生し、増殖して外套il菜、閥、

婦、閉殻筋等の全視織に及び、レディア、セノレカリアと変態するに従い t~1

珠員の軟体部は甚だしく黄色を惰びる様になり、俗に ti~貝と呼ばれている。

この黄貝は8月に最も多く、 2月に少く出現し、水温の上昇するにつれ、比

例的に多くなっている。

。太郎繁:1957. 大村!主アゴヤガイと三重1主との殻形の比'V!{~こ関する研究

1.大村辛稚貝と大内需に移摘した三重f主稚貝の

成長に伴う殻形の変化の比較(間\Z:~三珠研究所報告第 2 号)

1. 従来迄、大付産のアコヤガイは、三重}~~に較べてふくらみという点

で安価であったが、実際にどうかという事から

三重1*稚貝を大村湾に移摘したi場合、一定期間受殖した後に於ても

尚、大村産と比較して差異が見られるかを大村、川内、横瀬、の三試険

地で養殖したものについて比ijt交した。

2. 試験始めの4月には雨者の区別は一見して明らかであった。乃ち大

;l-j'産は一般に殻長が長く、殻111が薄かった。

3. 試験中の殻高/殻長、殻巾/殻畏の値の変化の度合は大村直が大きか

った。乃ち大村産は三重惇よりも成長に伴う貝形の変化が大きい。

4. 11月には殻高/殻長については、 4月とは反割に大村産が大きく、

殻けJ/穀長については依然として三重!主が大きいが、外売上のほ別l士、

機山口県の分布では吉見より更に下関寄りの綾経木にも准只を発見した。

LU口の池谷湾、仙崎、青海島での真珠養殖は羽田年頃に始められた。(編者註)
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熟練者でも困難な程になった。

5. それ故、設形の点のみでは、大付に移摘した三霊長貝と大村産貝と

比較して特に三重i置が優れていると認め鋭い。

ぷm繁 :1956， 大付地先におけるアコヤガイの成長と

貝殻の外部形態(国立烹珠研究所報告第 1号)

大河湾1主アコヤガイの成長と貝殻の外部形態を調査した。

(稚貝)

l 人工採苗の稚良は天然i主の准貝より成長がよい。

づ 天然f主の稚貝は人工採市による税貝に比しH/L、B，ノL)く100の憶が小

さく、稚良時の特徴が顕著である。

3. 天然椎貝を人工稚貝と同一条門会で:i'iJI企tlq 9 月 ~11 月

で人工枇貝と3i合んど;日以の設形に変化する。

(!え貝)

1.喜子市民は天然貝より成長がよい。

2. 成貝の成長率は1住貝に比較して劣り、持に生破口泉の成熟i時期にはj戎

長は殆んど停止する。

~3. -f主池貝 1'1成長に伴い殻形に殆んど変化がなく、ほ刈、目1~立1~の成民を

ずるO

4. 天然貝は養殖民よりも稚貝時の特徴が永く残る 0

e). 漁場により殻形に相違があるO

G. 天然貝を養殖貝と間一条件で約 7ヶ月 した結果、 H/L、B/L

x 100の値は成長につれて幾分養殖貝に近くなるが、尚顕著な差があ

り、税只の均合と大きな相違がある。

C i与坪祥平:1955， 小湊産アコヤガイの品符iに関する研究五

(東京水産大学、水曜講立主;詳報 Vol.2. N叫

1. アコヤ貝は分類学の上からではー慢であるが、地域によって、幾つ

かの系統lこ分ける事が出来る。

実際の安勉等;に於いても貝の品質が論じられているが、我i国に於ける

アコヤガイ分布の北限である千葉県小湊喧の貝について基礎的な実験

を行って見た。

2. 殻形を規ると、大貝(殻長5cm以上)のそれしと小民 (3cm未満)と

は全く逆関係にあり、中貝 (3~5cm) は中間にある。乃ち稚貝の問

は逆雨明梯形をなし、大きくなるに従って平行四辺形、逆梯形を呈し、

大貝lこなれば長方形、若しくは梯形となる。

これは、初めに蝶番線が成長し、次第に腹縁が発達するからである。
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3 殻色、殻斑は全体の80%が放射吠紋を皇し、黄貝、黒貝、赤貝の

に少くなっている。そして大貝になる程色良が少く黒貝は全くない。

同じ小湊産でも外洋水の著しく当る所のものは全て顕著な欣射肢で色

貝は認められぬ。

4 殻;艮と殻高では小貝の中は殻長の方が圧倒的に大きく、中貝では附

者が殆んど等しくなり、大貝になると反封に殻高が大きくなっている。

そして、殻高、殻長が等しい個体は、どのグループに於いてもほゾ同

量存在しているO

5. 生活力の判定としての足糸分j必については、大貝は11=1に平均l本の

足糸を分泌するに反 L、中、小貝では 2本になり、どのグループに於

いても3本以上分泌する個体は急激に少くなっている。

又附着する物体としては、柔らかい動くものは不可であり、 l-=Jを第ー

とし、や L類似したホーローパットにもよく附着した。

木材、貝殻には1;付着-しない事はない……と言う程度で、布、砂には全

く附差しなかった。

流水と止水とでは、止水中では全く分i必が行われず流水中でも稚貝の

方が盛んであり、且、日週活動によって夜間に大部分が附着した。

6. 空気中にさらした吻合の努死率では、 4cm未満の只では苧故が30a、?

間以内に、残りの半数は35時間以内に楽死した。この大きさ迄の貝で

は、民の大小に大した支はなく、 35時間C280

C)を以って主存限界とさ

れた。

5cm以上の貝では、 47時間迄生存し得る事を認めた。

例外的に60時間jも生存を続けた個体もあった。

7. 一般に小湊;~~lのアコヤガイは小さく、且殻 11i

不適であるが、五珠光沢は優れており、

植の1おこ見られるので拶勉による試験

Ov¥Tada， S. and Wada， R. : 1953， On a new peョr10ystcrfrom 

the Pacific coast 01 J apan， with special refεrence to 

i主主ぷ2222;igEliiizationwith ano出e以 eaILCJyskr，..Pin_ctada

martensii.， (Journ. Oceanogr Soc. Japan， Vol. 8 No.3-4) 

和田消治、和田速二: [:i二本産新真珠貝について、及びアコヤ貝と

について(日本海洋学会誌第8巻第3-4号)

1. 駿河湾の清水より新らしい真政貝を発見した。

2. この立珠貝の精子却をアコヤガイの卵に加えると、アコヤ貝の発ヨネ
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と著しく呉った結果が得られた。乃ち交雑による発生率は70%以上も

悪かった。

3. 濃縮した精子を使用した時には、交維の発生率は増加したO

4. 生殖時期に於いては、新真珠貝よりもアゴヤガイの方がより生殖

巣内の卵の成熟度は進んでいると考える。

5 新真珠貝はアコヤガイよりや L大きく、成貝では8-9cmになる。

貝類学的な相違は燥33線が長い事後耳の突::1¥が著しい事、殻fi'が扇平

である事、 113が彩色されている事である。

6. 以上の結果よりこの貝を新積とし、 Pinctadashimizuensisν ミズ

アコヤガイ療と命名する。

(';R田 ve，L. : 1857， Conchologia iconica. Mon_()gr<ipl1_(lf 

1he Genus Avicula， Londol1. 

L.リーブ，コジゴロヂア、イコニカ

豆珠民総日銀(ロンドン発行)

イコニカは全世界の二枚貝を集銭したもので、今日でも分類、手の原典とし

て重要な役割を果している。全て原色の間版で、大きいものであり、全巻

揃って所賊している所は、日本でも、 2、3の大学にとどまっているO

この内、真珠貝の所丈でも38頁もあり、発表さわしている種類も75稀類にの

ぼっている。しかし、今日の研究された分類さ戸によれば、大部分がジノニ

ム(同種異名)であり、唯産地や環境による変異が別問として名前が与え

られているものが多い。

しかし、尚諸問題を解決する鍵として役割を果しており、 1笠界の珠貝を

調べるには、これが用いられている……と言う事丈を紹介して置く(編者)

OJ. S. Hynd : 1954， A Revision of the Australian Pearl-Shells， 

Genus Pinctada (Lamellibranchia) 

(Australian Jour. of Mar. and Freshwater Researh. Vo1.6No.l) 

J. S.ハインド，オーストラリア産真珠貝の検討

;~~漁民に関する新らしい研究は少なかったが、最近の大きな業績として、

ハインド氏の報告が出目されている。

オーストラリア産の多くの冥珠貝を次の 7罷にまとめたが、我国に関係の

深いものはfucataとsugi1lataである。

※この貝は清水以外に土佐からも知られている。真珠1震は白!蝶貝に似て白っぽく、や L薄

い感がする。和~，のシミズアコヤとは段、著には命名してないが、其の後の引用には一般に

シミズアコヤとしてJ刊いられているので、記したものである。(，f，弱者註)
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1. Pinctada margaritifera (Linnaeus) 

クロチヨクガイ

2. P. maxima (Jameson) 

主/ロチヨクガイ

3. P. fucata (Gould) 

ベニコチョワガイ

4. P. maculata (Gould) 

ミドリアオリガイ

5. P. chemnitzi (Philippi) 

タイワンアオリ

6. P. albina sugillata (Reeve) 

モスソアコヤ

7. P. a. carchariarum (Jameson) 

fucataという貝は、日本ではベニゴチヨクガイという名前を与えているがも

この貝の貝殻を見ると、日本のアコヤガイに骸似しているO

しかし、立[門突起の形が違うので別穏だろうと都築氏楽は言っている。こ

のハインド氏のオーストラヲア産の fucataと日本伝来のベニコチョウガ

イと、最近真珠母貝として問題になったベニコチヨクと称している貝とは

果して、どんな関係にあるかは今後の問題であろう。

史に近頃、アラブラ海白蝶貝漁業が盛んに行われ、現地から持ち帰られ

る多数の貝の中に、乙/ロチョウガイの子供に似た貝が沢山あったが、これ

が albinasugillataという貝であった。一方筆者が奄美大島の調査研究に

行った際、珊瑚慌に多数附若している真珠貝の一穂を得たが、当時未だハ

インド氏のレポートも sugillataという貝も、日本に少なかったので、不

明であった。而るに、京都大学の貝の構成である黒凶徳米博士は窄者のVt:

珠貝を間接的に入手し、新着のハインド氏のレポートを見てすぐに奄突の

貝は、オーストラリアの albinasugillata (アルピナ・サジラータ)と同

じであり、日本の 13室長に新加入し、和名として、モスソアコヤという名を

与えたのであった。来療

確かに貝殻の形態丈を見ればよく似ているが、実際の主態を調べれば、

サジラータは干潮時、降、上に露出する所に無数に附荒しているが、奄美の

貝lまjたして露出せず而もや L深い所 (3m位)に少数づ L附若しているに送

ぎず、又形態的に見ても記載の通り緑や黄褐色の色をした貝があり

療者1築良廉:19日， 日本産アコヤガイ属の種類に就いて (本会会報第 4-0-) 

療漆黒田徳米:1956， ゆめ蛤
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。畏崎県水産試験場真珠貝の色分け

蒼~、色

灰黒色

黄褐色

i炎黄褐色

黒紫色射斑

灰黒色 9

赤紫色

灰白紫色

計

G年良.昭24.9.22)

対馬浅海湾|大村湾奥|甑島(大村移殖)
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(光塚氏の抄録より)

O波部忠重;1957. 主主珠とそれを採る貝類

(水産増殖第3巻第4号真珠特輯号)

1)アコヤガイ:太平洋岸では房総半島、日本海岸では山形県を北限とし、

南は奄美大島まで分布する。日本特産種である。

近年ベニコナヨクガイが不良真珠を作る母貝として業者聞に嫌われて

いるが、これは特定の種でなくて、穀に赤味を帯びたアコヤガイのー

型である。議

2)ν ミズアコヤガイ:和田氏が近年発見せられしたものだが、数量が少いの

でまだ重要性はない。

南日本を含む印度太平洋の熱帝海域にはクロナヨクガイが分布し、予定

印度諸島、オーストラ』アに分布する。

Vロナヨクガイと共に、大型真珠の養殖母貝として使われている。

淡水貝を母貝とする養殖は、琵琶湖のイケチヨクガイを与ら用いてい

る。殻は厚くて、!臨みは少いが、手術に強い。

このf也カラスガイ、ドブガイ、カワ νンジユガイ、イガイ、アワビ等

を母貝とする。真珠養殖については、アコヤガイに優る特質がなけれ

ば結局は試みに終るであろう。

楽今迄ベニコチョウガイという貝は fucataだ・・・・とされていたが、アコヤガイのー型と

すれば fucataとしづ貝は別な貝になるわけだがオーストヲリヤの fucataを見ると、ア

コヤガイに極めて似ているので、アコヤガイとベ=コチョウガイは同じ穫であるともいえ

る。しかし、都築氏によればアコヤとベニコチョウ(オ{ストラリヤ)の紅門突起は違う

ので、別箇だというから、オ戸ストラリヤのベニコチョウと日本のベニコチョウとは違う

事になり、始めて fucaぬという貝は日本には存在しなくて、いわゆるコシキガイがアコ

ヤガイの変種か何かになって結末がつくわけである。(編者註)
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。堀口吉霊:1958， 鹿児島県を中心と与と

クロチヨクガイ、マペの資源とその養殖(本会会報第 8号)

1)クロナヨクガイ分布:鹿児島県西部では甑島北端より薩摩半島の野間池

を結ぶ線以南に棲息し、天草島、吹上浜以北に見られぬ。

鹿児島湾では、山川町と佐多町を結ぶ線より湾奥には見られぬ。志布

志、湾では、ビロー島、宮崎県の都井i附西岸に榛忠、する。

四国では愛媛県南部に発見され、高知県にも産する。

和歌山県では回辺湾より採集し、英虞湾に運搬された事がある。

2)クロチヨクガイの資源量

設五島君半島周辺 約5，OOO~ 1 0， 0001問

穂子島周辺 約5，OOO~ 10， 000偲

薩摩半島西南岸 約10，000~20， 000個

その他約L000~5. 000個

大隅半島佐多岬周辺約3.000~5.000個

屋久島、口永良部島、宇治群島、奄美大島、都弁111甲附;llは非常に少い。

沖縄では宮古、石垣雨島を主産地とし、本島の運天湾、慶良間島にも

産する。その数、約30.000(1ヶ年)

3)マベの分布

クロチヨクガイよりも局限された地域に密集する。

奄美大島の古仁屋湾、宮古島を主産地とし、その他には殆んど見ない。

種子島のクロチヨクガイに混じたマベl悩が発見されたが、これが分布

の北限であろう。

4)マペの資源量※

宮古島では短期間にL000伺を採集した事がある。

古イ二屋湾では昭和26~27年頃は毎年 l 万似以上と推定されたが、乱護

の結果、今日では数百備にすぎない。

古仁屋湾に於ける中村ト作氏の実績によれば年産 3.000個が適正漁獲

量とされている。

5)楼息、場所

クロチヨクガイはアゴヤガイより、タト洋性の貝で、アワビ、ナザエに

首長現在ではi母貝保有量2-300個となっているので、とても自然増殖に待つ事は出来ないの

で筆者は人工受精による人工増殖法を考え、3年前より奄美真珠養殖KKの協力で行って来

たが、現在では水産試験場に委嘱して、慶大の和田清治助教授の指導で引続き行っている。

しかしl年l回の実験であり、旦、マベが極めて弱い所から、産業的に成功するのにはまだ

数年はか与る事であろう。(編者註)
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似た地帯に棲息する。

外洋水の影響の強い岩礁、i也部:に多く、水深 5~20 尋で岩礁の裂け目、

穴等に強い足糸で附着し、砂、礁、泥地には見られない。

又、淡水、泥による濁りの強い湾奥部には楼息せず、冬期水誌は15~

160C以上が必要である。

主として鳥、又は半島の西又は西北岸に多く、策、東南岸に少い。

マベは潮流の強い水道部中心にすみ、 5~30王手の水深で、底質は砂、

操、砂泥質を好み、主に岩、ヲミマツ、沈木等に附荒する O 最底水温

はクロチョウガイよりも1-20C高く、奄美大島では大島本島と加計呂

間島の問、宮古島ではナシゴ般にはさまれた水道部に多い。

6)貝の品質

アコヤガイでけ、産地別による貝の優劣が考慮されており、三重、大村、

能登産などと区別しているが、クロデヨクガイ、マベも同じ様に区別

している。

クロチヨクガイでは、沖縄曜は成長がよいので貝殻は湾く円形に広が

ってよく伸びふくらみは少い。

冥珠層は銀白色で白っぽい感、じが強い。

鹿児島志布志のものは、成長がわるく、綾小貝が多く貝殻は浮い。殻

はもろい感じを与えるが、珠はそれ程わるくない。佐多岬、皆高島のも

のは、雨者の中間を示し、種子島のものは、先端に細長く伸び長方形

ヒ?ιる。

マベは大島産は一般に大型で真珠層は美しい。

香港産は貝は小形で殻は浮く、哀珠層も茶褐色に着色した部分が多い。

従って、奄美大島!京の真珠は最高級品が多い。

。白井祥平: 1955， 奄美だより(1)マペと烹珠

(鹿児島貝類同好会会報第4巻第4号)

奄美大島産のマベの最大形は針角線長が38cm蝶番線長が25cmのも

ので、平均は23~25cm、 15-18cmのものが最も多い。

後耳が長く伸びているものは 2-3年貝に多く、最高 17cm(仲良部の

み)のものもあった。

現在では、浅い所のを殆んど取りつくして、 l日に1-2ケ位しかとれ

ぬ。貝は極めて丈夫な足糸で附若しているので、採集する時には、な

るべく附着物のま L或いはノコギリで丁寧に切るか、タガネでまわり

をた Lいて取りはず L様にして採集する事が大切であり、普通に採集

すれば、 100%に近い楽死率があり、これによって、奄美大島のマベ
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を減らしてしまったのだとも言えよう。

0平山繁:1954， 黒燦貝に就いて

(鹿児島貝類同好会会報第3巻第4号)

1)種類:クロチョウガイに類似したものは5種類ある。

2)分 布:高齢、高温の清初!な海水で流通極めてよい岩礁に着生。

我国では南薩地区が北限で、紀州南端に僅かに棲息、するのみで、土佐

南端宿毛海区、宮崎の一部以南になっている。垂産分布は干潮線下

2-3m以深に法息する。 5m迄は主に稚員で成員は10m以深となり、秋

日湾では40m内外にも多数棲息する。

それ故、干住民は年3回位、深所に移動し、だんだん深く棲む様になる。

O平山繁:1954， 冥珠養殖寸言(その2)

(鹿児島貝類同好会会報第3巻第1.2号)

黒蝶貝は4月下、普通5月上匂から伸び始める。

乃ち、水温200Cを越えると、冥珠質を分泌する。そして、 12月中、下匂に

停止する。致死水温はlS
0

Cと考える。

秋目湾に於ける分布は枇郷島南洋附近が最も多い。

附着層の生物としては、ミノレが最も多く、 トサカノリ、テングサ、オゴノ

Y、海人草、カニノテ等、石灰分の多い海藻が多く、貝ではナガニν、ベ

ニνリダカ、キンタカハマ、パイ等が棲んでいる。

ベニコチヨクガイは干潮線!;i~近の岩石の下回に多く、全て稚貝であり、成貝

は全然見当らぬ。それで養列直接に入れて飼育した所、貝殻の外部形態は、

アコヤガイに酷似するが、斜に曲っており、稚貝の時に著しい。

殻内面の色は黒色、赤褐色、黄白色、青黒色の4種が多い。内部真珠層は、

アコヤガイより美しい。

。ベニゴチヨクガイについて

曽五島産の真珠貝を長崎にて莞殖したものについて鑑定した結果、アコヤガ

イでなくベニコチョクであったが、現在では別種として記載されているが、

この種とアコヤガイとがどの程度近縁にあるか……という事によって今後

アコヤガイの変種になるかもしれぬ。

E位、ベニコチヨワから出来た珠は、黒づんでいて、オキVプノレで漂白した

時にもろいという歓点、があるのみで特別に取りあげる程思い結果ではない。

(松升イ圭一博士の意見)

一般に業者はヒネタ貝若しくは、カタワの貝として問題にしていない。貝
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の選別の時に稚員、老貝と共?に取り除いている。殻質が，'<!f.く、光沢も)Elく

問題にならぬ。 (M真珠養殖場長談)

C貝の色について

赤貝だからどうだ、黄貝だからこうだというのは根按のない事である。赤

貝に入れた2ケの珠でもiケはピンクにiケはクリームになるからでゐる。

(松井博士)

黒貝は潮の荒い所に楼息、するものに多い。 (M真珠)

0大山桂監修:1957， 貝類写頁築(1)

(科学と写実の会発行)

第一輯にはνンジユガイ類が揚載せられ従来迄、写真としてなかった、 ν

ミズアコヤガイ、セイロシジシジユガイ、ベニゴチヨワガイ、乙/ロチヨク

ガイ、モスソアゴヤ、タイワシアオリ等が明確に判る様になった。

尚、貝殻鱗片による区別も大変便利である。

。小林新二郎:アゴヤ貝に於ける貝色と珠の資珠光沢との相関関係について

(光塚氏の抄録より)

ピンク珠生産の上から赤貝が適当であるとする理由。

1)赤貝介殻の真珠光沢は他の夫に比し、ピシキツ νユなものが多い。

2)長い経験を有する業者が信じている。

3)珠の色は母貝及び細胞良の品種の色が反映する。

4)三重水試場長松本友雄氏は旦ってピンク珠生産上、赤貝を細胞貝として

使用する事を実験的に推奨し、下の結果を発表した。

円。
ハペ
U



i資料

ゲ ン ノて ク※

橋爪寅太郎

(波切地区)

昭和31年浜揚げの結果5割の黒点玉が出て育くなった。

9月、 l述50介前の内死残介13、12月に完全な病介20位を国立真珠研究所に提供

した。

グンパクの生き残りというわけでもあるまいが、所得税を取られて赤くなるO

l人か2人のf'f業で外もやっている現政ではと‘れだけの事が出来るだろうか。

その様な小業者が2年も3年も続けてグンパクにやられていると聞き、笑っても

おれないから筆を執る。そして結論だけ申し上げる。むつかしい事は国研その

他から拘聞き願う。

ゲシパクの伝染経路は、病介のピースの移植であると思う。自分が養ったも

のでは母介にも病介があったが、稚介より少ない。作業介では lクの病母介が

10介になる。その作業介をピースとして使用すればl介の病介が100介の黒点玉

を出す結果になると思う。幸い32年度は良い母介を使用したので l介の黒点も

tl¥なかった事をお知らせする。黒点病の重病介の肉は、色も違うし豆腐を箸で

割った様に肉の内部がジグザグな感じがする。

当年ものに黒点が出ても死介が出ないが、、コνモノ、になると、時期的に

死介が出る。

私のグンパクの穫は某業者から質った母介(キス'介もあった)が原因らしい

が何とも云えない。

兎に角良き母介をピースに使用する事が最善で、結核の様に衰弱すると愈々

重く広がっていくのは確かです。

広島、長崎ばかりではない。真珠養摘にもグンパクのある事を忘れないで下

さい。

難 1958年3月10日受理
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グラフ教室 (3)

今回は県水産課の資料に基き三重県下に於ける許可養殖筏の密度をグラフに

表わした。

右のグラブは一台当りの平均坪数であるが、一般に志摩北部は緩やかで他の

地区は大体平効した宥度を持っているという事が半Ijる。

密震が大きいという事は、密織であるとはー械には云えないが、本年度に漁

協が集荷した真珠の品質が例年に比して劣っているのは幾分密殖が原因してい

るのではないだろうか。

ちなみに長崎県の帝度と比較してみると本県の巧で、 l台当りにつき150余坪

で大分ゆとりがある。県の方針として今後3年間に約40，000台を規制するそう

であるから、密度も約巧に減少し、官績による被害も大分減る事と思う。

i会一両l
1. 2月研究発表会

2月の発表会は、 2月19日午前10時より伊勢市真珠会館3階に於いて開催さ

;}1，た。

当日は雨天であり、業務多忙にもか Lわらず、本日の講演として最近問題

になっている養殖筏の規制について、県庁平賀技官にお願いした為に、多数

の出席を見て盛会であった。

平賀技官の講演の後、 i舌滋な質疑応答があり、次いで、高[lJ所長から母貝及

びピース買と珠の品質に関する実験結果、他l題について発表が行われた。

午後は、時期的な春先の諸問題、主として母貝仕立について、会員諸氏の

発表、討論があり、次いで32年度の浜揚成績について、自由討論が為され、

結局昨年に較べて歩留りがわるかったが、品質としてはきして恐いものでは

なかった……と言う結論を得て、午後四時過ぎ開会した。

題

(1)本年度の筏の規制方針について

県庁水産課技師平賀太寿雄氏

(2) 母貝及びピース貝の年令差による品質について

。)養猫寵の網目の大きさが稚:貝の成長に及ぼす影響

国立真珠研究所長高 山 活 夫氏

(心春先の養殖の諸問題について 布施回田 畑 良氏

片自覚田真珠佐々木幸諸氏
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(5) 32年度の冥珠浜揚成績について (自由討論)

出席者

中付文彦代表幹事

水産 庁 木 村 -

国立哀珠研究所;高

水産試験場;ポ

水産 高校:伊

富士冥

大月真

北村真

珠:青

珠:脊

J:4;:舌

山

村

オミ

毘子

古 、 関

党国立 球:佐々木

堀口 真

南勢

珠:吉川l、内 Lll

球:松崎

山勝真

大洋真

珠:岩崎、渋木

珠:中村

蔭間 真 珠:1室開

極東 始:倉知

~.~ sl主 合:柴原

知浦漁 協:津村

片 田中学校:茶

神原漁協:山

オミ

ヌド、 中

五ケ所 i漁協:南

，付

上野、中村(忠)(燦)、西崎、三橋(鵜方)、

幸田(五ケ所)、山川、井上(浜島)

川上、宮崎(九鬼町)、北村(南勢)、竹内(迫商)

回畑 、加藤、大森(イF施回)、浜地(f諸島)、高里子(船越)

研究会:山本(ー)

全国真珠漁協:阿部、白井、谷

2. 2可基礎研究グループ例会

2月13日午前10時より頁珠会館に於いて行われた。

先づ、高山所長より、養殖技術面の実験結果について発表があり、午後は試

験養摘について審議された。

題

(1) (1) 母貝及びピース員の年令差による品質について

(2) 卵の熟度と翼珠品質の関係
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(3) 養殖寵の網目の大きさが稚貝の成長に及ぼす影響

国立翼珠研究 所 長 高 山 活 犬 氏

(2) 試験養殖について

計画中の試験養殖も本年に実施される事になり、県庁水産課、水産試

験場、真珠研究所、三重大学との打合せが行われる事になるが、研究会

としてもこの計画に参加する事になり、具体的な資材及び地点について

検討した。そしてこれを具体化する為に準備委員会を設立する事になっ

ザフー

ド」。

予算については、県庁、平賀氏から説明があり、次いで高LLi所長から、

国研としての実験方法の計画説明があった後、各地区の会員から技術的

な面について意見があり詳細は準備委員会でとり為げる事になった。

(3) 其の後、会員の聞で、種々な問題が呈出され、盛談的に進められた。

(1) レントゲシ線放射による影響について

(2) 国立遺伝学研究所でコパノレト 60(放射能)の照射による珠の結果

は良好であり、引続いて実験中。

(3) 真珠に関する文献カード作成について

(4) 次回研究発表会議題について

出席者

国立真珠研究所:高 山

水産試験場:山 口

水産高校:伊 藤

的矢養嘱研究所:佐 月事

佐藤巽珠:阿 L.LJ 

党回実珠:佐々木

山勝真珠:岩崎

加藤修幸(立神)、田畑、周辺(布施田)

全国真珠漁協:阿部、白井

研究会:山本(ー)

|雑報|
1. 32年度後期会費納入の件

愈々 3月になり、 32年度の総〆締りの時期がやって参りましたが、現在会

員も 380名に達しておりますが、尚半分イ立の会費未納者があり、大世帯の運

営にも支障を来しますので何卒年度末決算 (3月末)迄に納入下さる様お願い
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申し上げます。

尚後期会費はL000円であります。

2 会員募集について

研究会もこ Lにようやく 1年を経過し、 33年度を迎える事になりました。

発足当時 160名であった会員も、現在では下の通りに増え、全地区に豆る様

になってきました。 33年。度も更に内容を充実して真に業界の発展の為に努力

するつもりでありますが、新年度のこの機会にも?らしい会員の入会を望んで

おりますので、一般の方にも紹介して入会を薦めていた Vく様お願い申し上

げます。入会希設者は

三重県伊勢市岩淵町冥珠会館内、真珠研究会伊勢部会事務局宛連絡戴けれ

ば結構です。

1958年 3月現在会員数
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3.会報投稿規定

1)原稿は原則として原稿用紙に縦書とする事。

2)図表はそのま i原稿に使えるように白紙に黒イシクで丁寧に書く事。

図表挿入位置は本文中に赤印をつける事。

3)校正及び割愛は原則として編輯者に一任の事。

尚、受理後の追加、変更は原則として認めない。

4)投稿者には希望により別刷50部を進呈する。

50部以上は著者が実費を負担する。

5)原稿〆切は毎月10日とする。

6)内容についての制限はない。
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0撰蓄にしてから大変読みやすくなったし、内容も一般にも研究者にも役

立つものとなった……というおほめの言葉を多くの方々から戴き、毎月

発行という重荷にもか Lわらず、大張り切りで、よりよい会報を皆様に

おと Vけするべく頭をし?まっております。

0愈々年度末となり、会報も第2巻が終りとなるが、今迄は毎号編輯が・

定でなかった為に、不揃いとなり残念に思っていますが、先月の第二巻

第二号は又、大きなミスをしてしまい皆様にお詫びをしなければならな

後輯編

い。

それは号数が歴年度にとらわれて、第二?としてしまった事で本当は第

十一号・であるO それ政お手許の会報を訂正していた Vきたし、。

0遠方で研究発表会にも出られぬ人々には会報丈が頼りであるから、もっ

と会報を盛り立てる為に豊富な題材を送っていた Vきたい。

新年度から更に努力するつもりで居ります。 (S)
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